千葉市監査委員告示第１号
地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１２項の規定により、定期監査及び行政監査の結果に基づき講じた措置について、別添のとおり千葉市長から通知がありましたので、公表します。

    平成２６年３月２０日

千葉市監査委員　宮　下　公　夫
同　　　　　　　宮　原　清　貴
同　　　　　　　黒　宮　　　昇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　石　橋　　　毅
２５千総総第１２０５号
平成２６年３月１７日
　千葉市監査委員　宮 下　公 夫　様

　同　　　　　　　宮 原　清 貴　様

　同　　　　　　　黒 宮　　 昇　様
　同　　　　　　　石 橋　　 毅　様

千葉市長　熊　谷　俊　人　　　
監査の結果に基づき講じた措置について（通知）

　平成２３年度監査報告第８号、平成２５年度監査報告第１号、平成２５年度監査報告第２号、平成２５年度監査報告第９号及び平成２５年度監査報告第１０号により報告のあった監査の結果に基づき講じた措置について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１２項の規定により別紙のとおり通知します。
報告書番号　２５監査報告第２号
監査の種類　行政監査

	監査の結果（指摘事項）
	講 じ た 措 置

	４　使用料等の徴収及び減免等の事務処理は、条例に基づき適正に行われているか。 

（１）郷土博物館の観覧料の減免に係る基準について（郷土博物館）【指摘】

郷土博物館の観覧料については、千葉市立博物館設置条例第６条によると、観覧料は、特に必要があると認めるときは、減額し、又は免除することができるとされており、千葉市立博物館観覧料の減免に関する基準が定められている。

また、千葉市決裁規程別表第１によると、減免基準が明確でない歳入の減免に係る専決者は部長とされている。

当該基準により、高齢者の観覧料を免除することとしているが、介護を要する高齢者の介護者については特段の定めはないにもかかわらず、館長専決により免除していた。

減免に係る基準については、必要性等を勘案し、規定を整備されたい。
	　郷土博物館の観覧料の減免に係る基準については、平成２５年１１月１日付けで、千葉市立博物館観覧料の減免に関する基準の一部を改正し、介護を要する者の介護者について免除に係る規定の整備を行った。




